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数種のハイドロキノン包接化合物3Q • Mx (Q旦 C，H.(OH)，; M盟 HC1，H， S 0孟 X孟 1)， 
及びその垂水素化合物に対して，熱容量，誘電率測定，核磁気共鳴吸収の無理化学的研究を行なった。







Y，Rに達した。また， 3 Q ・(HCl)..nの単結品の誘電率を測定した。 ιは顕著な温度依存性があり，
約llKでピークを示したが， εJま温度依存性が殆どなかった。これは，熱容量測定及び結晶学的研究









(首) 3 Q ・(HzS)x








行なっている事がわかった。同位体化合物 [C6H/OD)z]3. (D2S)。即 [C6H4(OD)(OH)]3• 















作られるホスト格子の寵の中に， Hz S， HClあるいはその重水素化物のような，電気的双極子モーメン
トをもっ，小さいゲスト分子を導入した系で，その双極子間相互作用の直接的反映である相転移現象が，
10K付近の低温域に現われることを精密な熱容量測定によって見出したのであるO 同時に単結晶を用い
た誘電率を測定し，三方晶のC軸に垂直な方向と平行な方向で，誘電率の大きな異方性があることを見
出して，これを説明しうるゲスト分子の運動状態に対しモテ。ルを提出した。このモデルの妥当性は，龍
の中でゲスト分子が受けるポテンシャルを実際に計算することによって裏付けされている O 回転運動の
異方性は，熱容量の解析結果やスピン格子緩和時間の測定結果をも満足に説明しうるものであり，一次
元量子回転体としての描像の正しさを物語っている O
回転運動の研究は，専ら気体で行われてきた。本系にあっては，ホスト格子で確保された空間内での
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回転運動を研究対象としえたものであるc ゲスト分子の静電的相互作用に由来する整列力によって秩序
状態に至る過程を丹念に研究し，包接化合物の諸性質を理解する上で重要な貢献をなすものであって，
理学博士の学位論文として十分価値あるものである。
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